
参考業務の基礎指針のあり方

一『大阪府立図書館参考事務必携』に寄せて一一L・、

石　山 洋

（討論協力：中芳子，山内育男，住谷雄幸，熊田淳美，福田光子，夏見守雄）

、｛よじめに

　参考業務に限ちなy‘・が，図書館実務．

を説く．とき，必ず「執務要領（Staff

manua1）」の必要性がとり上げられる。

試みに最近の参考業務の参考書を手に

と．ってみると，小田泰正編『レファレ

ンス・・．ワーク』（1966）では，「レファ

レンス・ワークを展開するには」「レ

ファレンスの方針の確立」，「レファレ

ンス・ワークの組織」や「レファンン．

ス・ト、ウLルの整備」をすすめ，「どれ

だけの援助を与えるべきか」t、自分の館

に適した規程をつくるように求めた

後，「執務要領の作成」を“これらのレ

ファレンスの方針・手続，所管資料な

どについて，新任の係員もこれを読め

ば，レフアレン冬・ブックその他の資

料についての知識や資料探索の技術は

別として，業務が遂行できるように説

明した館どしての執務要領をつくって

おく必要がある”とのべてい幽驕B「新し

い図書館などで，新たに作成しようと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　7する場合は，似よりの図書館のものを

参考にして，まずつくり？自暴での経

験によって補訂していけばよいであろ

う」と勧告しているが，しかし，見本

どしてはアメリカの「イノック・プ

ラヅト図書館一般参考部スタッフ・マ

ニ’＜Aル』（東京都公立図書館参考

事務連絡会訳　日比谷図書館刊1961）・

と神戸市立図書館の「相談事務規程」

が挙げられているにすぎない。また，

長沢雅男著「参考調査法」（1969）でも

　「参考調査部門の管理・運営」の上で

　「スタッ．フ・マニュアル」の有用性を

説き，“それを活用できるならば，一担

当者が変わっても誤りなく業務を遂行

することができるはずである。このほ

か，スタッフ・マニュアルを作成する

こと自体が，参考調査部門診断の材料

を提供し1業務の標準化にも役立つだ

ろう。”とのべ，その作成の手順・方法

を解説しているが，“ズタリラ，マニュ

アルIJ　s本来，一般の利用者に公表・

配布する性質のものではなぐ”それ故

　“印刷頒布されているものは数少な

い”とことおって，『イノック・プう

ッ、ト……マ『ユアル」の目次概要を渇，

げてL・るにとどまる。

　必要性が呼ばれながら，範をたれて

スタッフ・マニュアルを作成するとこ

’うが少なく，公表するところがなかっ

た中で，今度，大阪府立図書館の第一
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線の館員諸氏がすばらしいr参考事務

必携』（1971）を作成し，公表されたこ

とは当年の一大収穫である。．

　手にして，まず感じたのは，凄いエ

『ネルギーの結晶だな，ということであ

る。序：文や目次を除いてもB4判300

頁を越える大冊だからというだけでな

い。それぞれ一応独立した8参考室の．

職員が気を揃えて，、これだけの作業を

仕上げたこと自体∫なみ大抵の努力で

なかったに違いない，と諭せられるか

らである。し力緯ジその串来ばえが実

に立派である。、同誌玉置直心が・昭和’・

45年度全国公共図書館研究集会の報告

書中，その経過を報告された中で“初

めに予想していだ通り，、日常業務が輻’

湊し，非常に苦しい作業を作成担当者

に強いるととにな．つたpぐ或る人いわ

く，この必携はビタミン剤と体力℃作’

られた，と。そして又ある人は，この

必携ぽ深夜につくられたど云わせた．

程であった。）”と記されている。さも

ありなん、いや，その通りだろう1。／

　成就された大阪府立図書館の諸兄姉

；に心から敬意を表したい。

　以下，このr必携』に多大の興味ど

共感を覚えながら読んだ当館参考書誌‘

部各課有志の感想をもとに，簡単な解・

説を兼ねて，・紹介しよう。　　’　　！

1

　大阪府立図書館は周知の逼り1日比

香図書館に次ぐ，．わが国第2め公共図

書館で，数少ない主題励部門化閲覧室・

制を採用した，本格的参考調査機能を

誇る図書館である。従って，この『必

携』も2部に分れ，「総論」と各主題別

閲覧室に関する「各論」とから成り立b

ていて，付録として，類縁機関名簿，

主題室の補助too1（一覧），向館出版

物目録一覧旧館条例，規則，参考事

務取扱要領，館外貸出事務取扱要領を

付す。

　「総論」の冒頭で，．参考事務必携の目

的をこう挙げている。’『

　　「との参考事務必携の作成目的は

　あくまでも新人を対象とし初歩的な

　ものであると同時に，日常各主題室

　で参考事務を担当している係員自身

　の研修のためでもあった」老。

　先年，東京都公立図書館参考事務潭、

面会で訳された『イノック・プラット

図書館一般参考部スタッフ・マゴユァ

ル』でも

　　「このマニュアルは，一般参考部

　の仕事をするに当たって知っておか

　ねばならない方針．・技術・手順など

　を，・新しい職員用に記録する必要か

　ら生じたものである」

と最初に書いてある．、事務必携一ス，

タッア・マニュアルは本来，そうある

ハ1ぎも．g）であろう。当館のある館員

は，駆出し時代を追想して，こう語っ

た。・’　　　　　　　　　　　・

　「押寄せてくる種種雑多な質問に，

海鱒ただよっているまうな・情けなく

荘漠とした思いで四苦八苦した時のこ

とを，’昨日のように思い出す。づテラ

ンの先輩，・同僚たちの助言，．L忠告は，
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肉付けの段階でこそ血のかよった知識

となるが，基礎知識を組立てる段階で

は，骨組となるマニどアルが欲しか、6

た。この意味で，‘この『必携』によっ

て，多数の新人が，立派な足がかりを．

得たζとになる。」

　確かに，これぎけ，広汎に基本的な

質問に対する回答法を揃えた手引書は’

’未だ例をみない。当館の誰もが，異句

：同音に「まず申し分ない」「よく類型

化されている」とめべていた。

　各論の部分が手目皿クである。例え

ば，「相談室における参考業務㊧技術と

方法」では

　A　資料に関する質問と処理

　B　図書館，類縁機関に関する質問’

　　と処理

　C　出版事業に関する質問と処理

　D　時事問題に関する質問と処理

　E　A～Dのいずれにも属さない頻

　　度の高い質問と処理

　：F　頻度ゐ高い質問で，他室へ直接

　　回付する質問

　附1　多種類の情報を含む資料一覧

　附2　資料の相互貸借について

の各章に分れ，その中を，例えば，D

についてみれば，

　　ユ　今年起ったこと

　2　昨年起つたこと

　3　戦後起ったことで年月不明のも

　、の
　4　時事用語に関するもの

　　5　時事問題について解説を求める

　　もの層

に分け’「今年起ったこと」なら，

①朝日，毎日，目本経済新聞の縮

　’刷版d月・刊。目次の利用に習熟し

　　ておくことが重要。

②新開月報（選一2009）

③朝日新聞「週間報告⊥毎日新聞

　　「国内日誌，国際日誌」の切り抜き

　　ファイル。相談室保管“

④相談室新聞記事索引

　　　朝日，毎日新聞の市内版から，

　　他の資料では発見が困難な情報，・

　　速報性のある情報を中心にカード

　　を作成している。但し公害関係に

　　ついては，自然科学室でカード作

　　成とク．リッピングを行ない，保管

　　しているので，当室では削除して、

　　いる。　　　　　’　・

　⑤場合によっては、，各新聞の本紙

　　そのものを見るこ．とも必要。

　物故者についで　と

①上記の①に該当項目があるぞ朝

　　日，．毎日，日経とも「人事」の項

　②　上記ρ②にも月別に一覧表があ

　　る。

・③上記の④！9も・「物故者」の項目

　　がある。　　．　　仁『

　人事・受賞について

　①上記〔物故者〕の項の①に同じ

　②相談室新聞記事索引にもそれぞ

　．れ，「人事」「受賞」，の項目がある

という。］一うに記述している。．

　人：文科学資1ち資料，言語，、人物・

団体，統計，・法規・手続，図版・図録

の6章に分れ，地歴室は，資料（史

料），，人物・団体，歴史，地理，地誌，

地図，地名，旅行，風俗の9章，社会室
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は資料，資料ゐ所蔵「言語，人物・団

体，歴史的資料，時事問題，写真・図

版，統計資料法令・判例・書式・資

格・定款・手続き，特定り事柄のデ〒

タ・内容の10章，自然科学室は資料，

個人・団体，法規・規格，統計，数

字・データ，言葉，事物の内容の7

章・大阪室は資料（史料），人物・団体「

．歴史・地誌，行政資料，統計資料，頻

度の高い質問の6章，’学習室は全室1

章，商工室は国内特許，外国特許，規

格資料，AECリボ』ト，　PB・AD
リポートの5章となっている。大体，、

参考質問の分類の常識といわれる資料

関係以下・言講事物，歴史，地理，

人物・機関，，時事，数値・データ，写

真・図解の諸関係から分析している

　’（参照；長沢雅男著r参考調査法』

p168僧69）。もっとも商工資料室は資，

　　　　　　　　　　　　　料の解説となっていて，それぞれの資

料について．C1次資料と関連2次資料

を掲げる形であり，学習室は，同室の

参考事務のあり方について注意を与え

た後1トビ吻クスとして，層 i学案内）’．

就職のたあの勉学案内，学校演劇，漢；

字の筆順，漢字のへん∫つくりの読み

方，タイプの習》・方，地図の読図と作

図の仕方，・単位，：計算尺の使い方，そ・．

ろばん・予科の図鑑各種の繊維∫芸，．

術作品！鑑賞，体育の各種競技ルマル＝

O．15節を挙げている。各室それぞれ室

として偲性があるばかりでなく，分担

者の性格が表われていて興味深い6

　私が特に感心し平めは・例えば・次

ρような場合である。「自然科学室にお

ける参考事務の技術と方法」の一rE

数字・データに関する質問と処理」の

中で，「物理1化学常数」について，

　　物質の諸性質を検索する場合，定

　数表に2つのタイプがあるので，目
　　　デ　的にあった使い方をする。一つは雑

　誌の論文などに発表された実験・測・

　定の数値を集めたもので〔例：物性

　定数1963年～（704＝275）〕，引用文

　献への参照が詳しく，追跡確認でき・

　るもの。二つめは主要データだけを

　まとめ，身近において簡単に利用で’

　』きるよう．にしたもので，ほとんど引

　用文献の記載がないものが多い。〔理

　科年表（603－29），理化学便覧（603一

’53）など〕図書館では簡単な質問の

　回答によく利用する。各種の数値は

　測定方法などによって異なることが

　あるため，2・3の定数表をみるこ

　と，また場合によってはその引用文

　献にさかのぼる必要がある。

　　数値を検索し℃読みあげるとき，

　定数表ではよく略号，記号（例：ギ

　リシャ文字ρ，nlo）を使っし（いるの

　で，それがまず何かを知るためには

　英・独・羅・日化学略語記号辞典
　、（630ニー597）がある。』

　イ　グリセリンの密度

　①　理科年表（603－29）の物理化学

1部の項で簡単な数値が得られる。

　②岩波理化学定数表（620－71），常

　　用化学定数表（630一一一771）

　　以上の資料は物質名からではな

　　く，密度などのような数値名から

　　引く。
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③物質名から簡単な物性値をさが

　　す場合は，化学大辞典（630－589）

　　の物理的な性質㊧項で調べられ

　　る。

　　　注　比重と密度は厳密には意味

　　　　がちがうが，実用には両者の

　　　　差は無視できる。tがし回答

　　　　の場合，どちらの数値である、

　　　　か伝える必要がある。

④上記の資料でその物質名あるいは

　　数値の記載がない場合は化学便覧

　　1，：II，応用編（630－491）を利用

　　する。この資料は，物質の収録数

　　も多く，すべて原著論文にあたっ

　　た信頼性のあるデータが集められ

　　ていて，場合によっては引用文献

　　も出てくる。

　これは広義の2次資料のうち，文献

評論的なものとデータ・，ブック的なも

ののあることを具体的に教えている点

などで，すこぶる適切な解説である。

　本『必携』の記述方法について，玉

置氏は二つの型がある，として，

’1　最初にその項目についての予備

　　知識をつけるために一般的解説を

　　つけ，次に日常業務の中でよく聞

　　かれる質問に応用できるような，

　　設問をし，それに対する処理の方

　　法を記述。

　2　設例に対し，それに対応する主

　　要資料を記載し，必要に応じてそ

　　の資料の特性や利用上の注意事項

　　を記載する。

の両方法を挙げている。そして，後者
　　　　　　　　　　　　　　メ
’について“汎用処理方法とでもいうよ

うな形式を取ったもので，新人というtt

．よp中級者を対象とした”と報告して

いる。

　前者の例として，社会科学室におけ

る「判例検索の仕方」が挙っている。，

法律部門としては，τ現行法令の検索の

仕方」とともに簡にして要をおさえ・

’た，初心者向けの必携となっている。

ただし，「判例集の所蔵一覧」．が詳細に

示されているのに，法令のほうは「現

行法規総覧」しか示されていないの

は，片手落ちではないか。官報，’法令

全書，六法全書，主題別法令集などの

関係をもう少し説明する必要があるの

ではなかろうか。

　後者の例としては，自然科学室の

　「事物の内容に関する質問と処理」の

章の「化学」の場合が挙っている。こ

こでも，無機化学ど有機化学を比較す

ると，．均衡を欠くように思われる，と

科学技術課め担当者は指摘していた。．

有機化学で“Bei　lstei　ns　Handbuch”を・

挙げるなら，無機化学では“Gmelin

Handbuch”が欲しい。“Chemical　Abs－

tracts”』・は有機化学だけの抄録誌では

ないから，「一一一般的処理方法」として記．

載されるべきである，等の．注意が出

た。

　同様の指摘ほ各部門について，丁寧

に検討した上で各専門室担当者から提

示されているが，これらは今後改訂さ

れていくことだろうし，ここでは省略

しよう。それより記述方法に立ち戻っ．

てs私は1玉置氏のいわれる第1の方

法も例に沿っていえば，本来の主題で
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ある三三問題を項目と考えると，実は

第2の方法に従って挙げられた主要資

料，ここではそop一一部である判例を解

説したので，本質的に2つの記述方法｝

がある訳ではなさそうに思う。

　玉置詠め報告によれば，今回は総論’

と各論（技術編）を作成したが，次年

度に資料編を刊行される予定で，，・それ

には。“各主題部門の学問的背景や，基

礎白一滴を得るための入門書やテキ茎

♪ブ．冴クを取り上げ，．次にその主題部

門の主要参考図書や1利用頻度の高vl

飼料及び・今まで比較的未開拓な部

門一特に書誌資料等の活用による組

織的，網羅的な参考奉仕活動三一〇’ Q
考資料等を一・一4定の方法℃区分，整理

し，ζれ等の資料について利用上から

の解説を行ない，資料の側から質問に

近づける”計画ゐ由である。この計酊

と考え合せると，技術編も木質的には，

資料編の一部にほかならないのではな

かろうか。

　参考質問の種類を分けて，

1
2
3
4

図書館利用案内

特定資料の所蔵有無所在調査

調査を要する質問’

文献目録作成、・その援助「

とすれば，（小田泰正編『レファレン

ス・ワLク』による〉今の問題はr調

査を要する質問」りうち∫技術編では『

いわゆる「フブク小・ファインディ．ン～

グ」T一“一一一一一簡単な事実調査を主とするも

のとなっていて，今後に期待される

「資料編」を待ってヤ・よいよ・本格的

調査に向えることとなろう。

　私の同僚たちの多くが結局，資料を

知ること，即ち，資料の側から備える

のでなければ，参考業務を発展させる〆

ことはむずかしい，と発言している。

その意味で，すでに商工資料室のよう

な記述もあるが，「資料編」の成功を祈

りたい。

3

　順序が逆となったが，「総論」につい

て，．若干考察してみよう。

　「参考事務のL般的方法と手続」ば

「参考事勝要領」を敷桁して，親切に書

かれている。

「回答事務の限界」の詳細な規定は他

に例を見ないもので，ここに紹介して

おこう。

　（1）除外事項（参考事務取扱要領第

　　10条）

　　イ　図書の購入，売却のあっせん

　　　または仲介’

　　ロ　文献の解読，翻訳，翻すいの

　　　作成、

　　ハ　学習課題め解答および論：文の

　　　作成

　　二　懸賞問題の解答’

　　ホ　計算問題の解答

　　へ　系図等の作成

　　ト良書等のすいせん

　（2）制限事項（同調11条）

　　他人の生命1名誉，財産等に損害

　　を与え，又は公序良俗に反し社会

　層に直接悪影響をおよぼすとみられ

　　る問題
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（3）解答禁止事項（三三12条）

　　イ　医療，健康等に関する相談

　　P　法律相談，特許相談等に関す

　　　るもの

　　ハ　人生案内もしくは身上相談等

　　　に関するζと

　　二　古書類，美術品およびこれに

　　　類するものの鑑定および価値調

　　・査

　　ホ　仮定または将来の予想に属す

　　　る質問』

（4）電話及び文書による回答の制限

　　（力添16条）

　、イ　統計，’その他複雑な数字を含

　　　む説明

　　ロ　ものの形，色彩等の写真1図

　　　版によ、る説明

　　ハ　楽言普」棋譜の類

　　二　各種の書式類

　　ホ長文にわたる資料の読み上

　　　げ1またはその筆写

　　へ　そり他，電話および文書で回

　　　回しがたい，もしくは誤りの生

　　　じゃすい事項

となっていて，当館の規定は簡単でこ

の際除外するが，日本図書館協会公共

図書館部会参考事務分科会の規定にく

らべても一段と具体的である。また，

これらの規定の解説もなかなか周到な

ものとなっている。

　他方，抽象的ではないか，と思われ

る面もないではない。例えば，選書手’

続，参考図書の受理・払出し手続，利

用案内・読書相談の処理上の注意，他『

部門との関係の説明など「システムと

して利用者サービスを目指し……有機

的に統括されていなければならない」

とか，「発見した必要資料につていは集

書係に連絡し，資料の受け入れにっと

めること」等，現場の初心者には十分

な解説とは思われない。この点，『イ

ノ．ック・プラ》ト…∵・マニュアル』は’

なお範とすべき記述が多い。本『必．

携』は比較して参考業務全般というよ

り・参考質問回答事務に大体限定され’

ている，と言ってば言い過ぎだろう

か。やはり，参考業務の初心者のため

に嫡間接業務や関連組織関係までふく

めた広い意味め参考業務のガイド・

ブックを作成することが望ましいと思

う。（そういえば，インフォーメーショ

ン・ファイルについては，全然ふれら

れていないのが気にかかる。）

　未だ，総合的なマニュアルを持たな

い当館参考書誌部の一・員として，批評

する資格がないかも知れないのに，い

（ささか勝手な申し＃げようがあったか

も知れないが，大阪府立図書館の館員

諸氏にあやかり，自分達の問題とし

て，真剣に討論した善意の声として御

噛寛容願いたい。多くの発言をまとめる

のに，必ずしも忠実でなかった責任は

筆者にあることを申し添える。

　（いしやま・ひろし，：索引課主査）、

　　　　　　　1
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